


 

幹 事 報 告 （田代武幹事） 

  報告事項（その他のロータリー関係） 

地区補助金管理セミナー開催のお知らせ 

日時：2026 年 1 月 24 日（土） 

13:00～17:00（登録開始 12:00） 

場所：アスパル富合 

出席対象者：会長・会長エレクト・ロータリ

ー財団委員長 

 

<例会変更・取り止め> 

●例会変更 

[熊本城東 RC]  

12 月 8 日（月）の例会は、クリスマス家族例

会のため、同日 18:30 よりホテルキャッスルに

て行います。サイン受付はありません。 

[熊本東 RC]  

12 月 16 日（火）の例会は、年忘れ家族会のた

め、同日 18::00 よりホテルキャッスルにて行

います。 

[熊本東南 RC]  

12 月 17 日（水）の例会は、年忘れ家族会のた

め、同日 18:30 よりホテルキャッスルにて行い

ます。 

 

●例会取り止め 

[熊本城東 RC]  

12 月 22 日（月）の例会は、クラブ指定の休会

のため、例会を取り止めます。サイン受付は

ありません。 

[熊本東南 RC]  

12 月 24 日（水）の例会は、クラブ指定の休会

のため、例会を取り止めます。サイン受付は

ありません。 

[熊本北 RC]  

12 月 25 日（木）の例会は、定款第７条第１節

に基づき、取り止めます。サイン受付はあり

ません。 

 

 
 

出席報告  （宮部康弘会員） 

 

委員会報告 

 ガバナー補佐研修会報告  

報告者：山下佳介次期ガバナー補佐 

次年度のガバナー補佐研修会に参加して参り

ました。ガバナー公式訪問や IM を主催したり

することになると思いますので、皆様のご協

力をお願い致します。 

 

 
 

  会 員 総 数 22名   出 席 率 

12 

月 

８ 

日 

出席免除会員数 ０名   

  

  

45．45％ 

計算上会員数 22名 

出席会員数 1０名 

11 

月 

10 

日 

前回の出席会員数 12名   

  

 

66．67％ 

メークアップ数  2名 

修正出席会員数 14名 

メークアップ済会員及メークアップ訪問先 

・10/31 熊本中央 RC 

チャリティーゴルフ  山下 君 

・11/5 熊本グリーンローターアクト  

山口（悦）君 



 

ス マ イ ル （山口悦史会員） 

●山口 翼 君、田代 武 君 

「本日は、「クリスマスに子ども達に絵本を

贈る会」代表 吉田美樹様のご来訪を心から感

謝します。又、メークアップ来訪者の熊本東

南 RC の鈴木様を歓迎致します。どうぞよろし

くお願い致します。」 

 

●田中 純司 君、江上 泰弘 君 

「クリスマスに子ども達に絵本を贈る会」代

表の吉田実樹さん、毎年卓話を楽しみにして

います。宜しくお願いします。」 

 

●山下 佳介 君 

①「先週末は大分で第2回目のガバナー補佐研

修会がありました。早速、たくさんの宿題を

頂きましたので頑張りたいと思います。」 

②「本日の卓話者、吉田実樹様に心から感謝

します。」 

 

●宮部 康弘 君、河野 景治 君 

「吉田様のご来訪、心より歓迎致します。本

日も絵本の読み聞かせはあるのでしょうか？

楽しみにしております。」 

 

●山口 悦史 君 

「本日は熊本東南 RC の鈴木義親様とクリスマ

スに絵本を贈る会、吉田代表のご来訪を心よ

り歓迎致します。卓話楽しみにしておりま

す。」 

 

3. 例会プログラム 

 

紹介者：山下佳介会員 

卓話者：クリスマスに絵本を贈る会 

代表 吉田美樹氏 

演題 

「事業報告、現況、及び絵本の内容紹介」 

※卓話の内容は４Ｐに掲載 

 
クリスマスに絵本を贈る会  

代表 吉田実樹 氏 

 

 
 

 
クリスマスに絵本を贈る会  

代表 吉田実樹さんへ支援金の贈呈 

 

 

４. 閉会・点鐘 

 

 

 

 



「クリスマスに絵本を贈る会」に毎年ご協力ありがとうございます。 

代表 吉田美樹 

【今年の活動報告】 

今年は、584,600円のご寄付が集まりました。県内社会福祉児童養護施設 9施設 

（藤崎台童園、菊水学園、熊本乳児院、慈愛園子供ホーム、龍山学苑、広安愛児園、熊本天使園、愛隣園、

みどり園）に 333冊の本を贈ることができました。 

 

【絵本サークルピッピ様からのお手紙】 

上天草市のみどり園様と、絵本を通した懸け橋になっている絵本サークルピッピ様から、みどり園でのお

話会の様子、クリスマスに絵本を贈る会との関わり、子ども達とのエピソードなどをまじえて紹介させて

いただきました。 

 

【本を贈ることとお守り言葉】 

フリーアナウンサーとして熊本で活動され、クリスマスに絵本を贈る会にもご協力いただいている風戸

南陽子さんが、今年出版された『言葉はめぐる 人生もめぐる』から、今まで出会った人からもらったお

守り言葉の一部を紹介しました。 

そして、子ども達に届く本の中にも、誰かのお守り言葉になってくれたらと願って選書を心がけているこ

とから、今回は中学生・高校生に贈る本の中から、一冊ずつ抜粋して朗読しました。 

 

〈中学生に贈る本〉 

『保健室には魔女が必要』（石川宏千花作、偕成社）から、“ずっとだらだらしていたい”

男子中学生に、自分ならどんな言葉をかけたらいいのか。という所から、物語のなかでど

のように終着点を見つけていくのかという部分を紹介しました。上から意見を言われるよ

りも、同年代の意見として耳を傾けやすいのではないかという部分と、考え方の選択肢を

広げることにも繋がるのではないかという理由でリストに入れた一冊です。 

 

〈高校生に贈る本〉 

『「また、必ず会おう」と誰もが言った』（喜多川泰作、サンマーク出版）では、「自分で

考えて行動できない大人にならないためには、若いうちからどうしたらいいのか」につい

て、熊本の高校生である主人公が成長していく姿が描かれています。自分の足元を見つめ

直すことができる内容です。 

中高生は多感な時期でもあるので、物語を通して自分の悩みと重ねたり、ほどよい距離

感で心に寄り添ってくれたらと選びました。 

 

【昨年のお届け準備の様子】 

 


